






















































































を自分の頭で論理的に解釈し 知的活動を重視した。いわゆるソクラテスの対話は、この解釈プロセスを外化したもの いえる。この対話は他者が語ることばを批判的に評価し、様々な文脈における 可能性を迫 問いかけとそれへ 返答によって構成されている。こ 種のやりとりが重視されるように った結果 人々 物事について
自ら考え、自律的に価値判断を下す視点としての「自己意識」が誕生したといわれる。
ソクラテス
　
神々に誓って、メノン、君は徳とは何であると主
張するのかね？
 ……
メノン
　
……男の徳とは何かとおたずねなら……国事を処理す
る能力をもち、かつ処理するにあたって、よく友を利して敵を害し、しかも自分は何ひとつそういう目にあわぬよう気をつけるだけの能力を つこと……ソクラテス
　
……君が挙げたいろいろの徳……の数が多く、い
ろいろの種類のものがあるとしても、それらの徳はすべ ある一つの同じ相（本質的特性）をもっているはずであって、それがあるからこそ、いずれも徳であるというこ になるのだ。……（プラトン、
1994
, pp.12-16 ）
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